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小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

6/27現在

父島

100/100

母島

97.8/100

５月気象状況（父島）

最高気温 24.7℃

最低気温 20.7℃

平均気温 22.6℃

平均湿度 88％

月降水量 149.0mm

住民基本台帳登録者数（6/1）

2,572人

父島 母島

人口 2,085人 487人

世帯 1,146 256

ＮＯ．６０１

平成24年(2012)

７/１(日)

、

第１６回硫黄島訪島事業を６月１５日から１８日にかけて実施しました。

今年は天候には大変恵まれましたが、硫黄島沖に生じた強いうねりにより、１６日に予定していた硫黄島での宿泊は

できませんでした。しかしながら、１６日、１７日の２日間とも硫黄島に上陸することができ、ゆとりある墓参や里帰

りを行うことができました。

１６日の朝、硫黄島に上陸後、硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において旧島民慰霊祭を行い、その後、硫黄島平和祈

念会館で昼食をとり、午後は出身集落へ里帰りを行いました。

１７日は天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を行いながら、島内を周りました。

硫黄島訪島事業には、旧島民の方以外に中学校２年生が学校行事として参加しています。島内を旧島民の方々と巡り

硫黄島から父島への帰路、船内で旧島民の方々と交流会を行うなど、有意義な訪島になったことと思います。

硫黄島は、南国の恩恵を存分に享受し、豊かで平和な島でしたが、戦争によって荒廃し、さらに旧島民の帰島も許さ

れない現状にあります。

村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺骨帰還事業に積極的に協力してまいりま

す。

【参加者】

硫黄島訪島事業を実施しました
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
手
続

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
に
係
る
手
続
き

○
上
下
水
道
利
用
に
係
る
手
続
き

電
子
申
請
を
行
う
に
は
、

https://www.e-tetsuzuki99.com/tokyo/resi

dent/contents/map.html

へ
ア
ク
セ
ス
し
、
小
笠
原
村
を
選
択
い
た
だ
き
、
利

用
規
約
へ
の
同
意
、
利
用
者
Ｉ
Ｄ
の
登
録
、
利
用
方

法
を
ご
確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１

慰霊祭（村長の献花）

旧島民３６名、父母中学生（教員
-1-

南
島
外
来
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（ク
リ
ノ
イ

ガ
な
ど
）の
除
去
を
行
い
、作
業
を
通
じ
て
小
笠
原
の

外
来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
１
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
き
ま
し
て
、
次

の
と
お
り
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
申
し
込
み
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
７
月
１４
日
（土
）

午
前
８
時
30
分
（青
灯
台
発
）か
ら

午
後
１
時
30
分
（青
灯
台
着
）予
定

【
募
集
定
員
】
22
人

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
３
時
間
程
度
の
除
草

作
業
（途
中
休
憩
あ
り
）

【
申
込
締
切
】
７
月
10
日
（火
）先
着
順

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

総
務
課
企
画
政
策
室

２
―
３
１
１
１

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始

村
で
は
、
東
京
都
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

へ
加
入
し
、
協
議
会
運
営
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
窓
口
申
請
に
加

え
、
自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
か
ら

い
つ
で
も
、
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
よ
り
開
始
す
る
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
、
次

慰霊祭（中学生による誓いのことば） 旧島民と中学生の交流会

含む）２４名 その他２９名 総勢８９名
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ふ
る
さ
と
寄
附(

ふ
る
さ
と
納
税)

の

募
集
を
開
始
し
ま
し
た

こ
の
た
び
、
小
笠
原
村
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

方
々
か
ら
の
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
、
支

え
ら
れ
る
村
づ
く
り
を
更
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り｢

小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納

税
）｣

の
募
集
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

◎
ふ
る
さ
と
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
は
？

「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」、「
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
」、「
関
わ
り
が
深
い
地
域
の
役
に
立
ち
た

い
」、「
好
き
な
ま
ち
・
む
ら
を
応
援
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
形
に
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
個
人
の
方

が
、
地
方
公
共
団
体
（都
道
府
県
や
区
市
町
村
）に
対

し
て
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
、
お
住
ま
い
の
区

市
町
村
の
個
人
住
民
税
や
所
得
税
か
ら
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
れ
を
、
ふ
る
さ
と

寄
附
と
い
い
ま
す
。

特
に
、
村
外
の
方
々
が
小
笠
原
村
に
寄
附
を
さ
れ

た
場
合
に
、
あ
た
か
も
小
笠
原
村
に
納
税
を
し
て
い

た
だ
い
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
た
め
、
一
般
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
区

市
町
村
役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
附
の
使
い
み
ち

寄
附
金
の
使
い
み
ち
は
、
次
の
３
つ
の
事
業
の
中

か
ら
一
つ
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
寄
附
申
込
の

際
に
、寄
附
金
の
使
途
を
指
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
世
界
自
然
遺
産
な
ど
環
境
保
全
の
推
進
に
関
す
る

事
業

（
例
）
動
植
物
の
保
護
、
外
来
種
対
策
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
、
自
然
遺
産
の
管
理
、
環
境

美
化
対
策
、
環
境
教
育
な
ど

②
福
祉
施
策
の
充
実
に
関
す
る
事
業

（
例
）
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
、
子

育
て
支
援
、
救
急
医
療
対
策
な
ど

③
教
育
、
文
化
活
動
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す

る
事
業

（
例
）
学
校
教
育
の
充
実
、
小
中
学
校
施
設
整
備
、

文
化
財
保
全
、
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
支

援
な
ど

※
寄
附
者
の
方
が
、
い
ず
れ
の
事
業
も
指
定
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
ま
た
は
使
途
を
「
指
定
し
な
い
」
を
選

択
さ
れ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
で
使
い
み
ち
を
決
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
寄
附
金
は
、
一

旦
、
「
小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
基
金
」
に
積
み
立

て
、
計
画
的
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
寄
附
の
手
続
き

寄
附
の
申
込
み
と
払
込
み
の
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
申
込
方
法
】
寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
送
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
送
付
先
》

小
笠
原
村
役
場
財
政
課
財
政
係
ふ
る
さ
と
寄

附
担
当

〒
１
０
０
―
２
１
０
１

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字
西
町

電
話

０
４
９
９
８
―
２
―
３
１
１
１(

代)

フ
ァ
ッ
ク
ス

０
４
９
９
８
―
２
―
３
２
２
２

電
子
メ
ー
ル

za
isei@

v
ill.oga

sa
w

a
ra

.tok
y
o.jp

※
寄
附
申
込
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
小
笠
原
村
役

場
、
母
島
支
所
、
東
京
連
絡
事
務
所
、
小
笠
原
協

会
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
小
笠
原
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
払
込
方
法
】
寄
附
金
の
払
込
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
郵
便
振
替
、
現
金
書
留
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を

選
択
で
き
ま
す
の
で
、
寄
附
申
込
書
に
払
込
方
法
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
書
記
載
の
払
込
方
法
に
し
た
が
い
、
村
か
ら

連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お
払
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

遠
隔
地
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

「Y
a
h

oo!

公
金
支
払
い
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
払
い
込
み
が
便
利
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
払
込
は
、
１
回
あ
た

り
５
千
円
以
上
の
場
合
の
み
利
用
可
能
で
す
。
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
小
笠
原
村
役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.v

ill.oga
sa

w
a
ra

.tok
y
o.jp

/fu
ru

s
a
to/※

村
外
の
方
に
小
笠
原
村
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
の
で
、
村
外
居
住
の
お
知
り
合
い
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
財
政
係
ふ
る
さ
と
寄
附
担
当

２
―
３
１
１
２

第
23
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、「
第
23
回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
遺
言
相
談

に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ

ま
す
。
遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
は
、
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
７
月
１０
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時

１１
日
（水
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
母
島
の
み
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

を
除
く

【
場
所
】《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

《
母
島
》
母
島
支
所

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室

「
成
年
後
見
制
度
の
基
礎
知
識
」

成
年
後
見
と
は
、
認
知
症
な
ど
で
自
分
の
意
思
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
権
利
を
、
法
律
で

守
る
制
度
で
す
。
将
来
の
自
分
の
た
め
に
予
め
準
備

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
と
は
何
か

に
つ
い
て
、
法
律
家
が
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
１１
日
（水
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

《
母
島
》
母
島
支
所

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０

行
政
相
談
所
の
開
設

【
日
時
】
７
月
20
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田

捷
夫

《
住

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/furusato/
http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/furusato/
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新
た
な
在
留
管
理
制
度

外
国
人
に
つ
い
て
７
月
９
日
（月
）よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
在
留

管
理
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

◎
制
度
の
概
要

【
在
留
カ
ー
ド
・
特
別
永
住
者
証
明
書
】

外
国
人
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
、
特

別
永
住
者
証
明
書
に
変
わ
り
ま
す
。

※
す
ぐ
に
カ
ー
ド
を
変
更
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

永
住
者
、
永
住
者
以
外
の
方
（短
期
滞
在
、
３
か
月

未
満
の
在
留
資
格
等
を
除
く
）に
つ
い
て
は
、入
国
管

理
局
に
申
請
が
必
要
で
す
。
現
在
お
持
ち
の
外
国
人

登
録
証
明
書
は
、
み
な
し
在
留
カ
ー
ド
と
し
て
、
し

ば
ら
く
使
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1

/index.html

【
転
入
・
転
出
に
つ
い
て
】

こ
れ
ま
で
は
転
出
先
の
市
区
町
村
で
の
み
変
更
手

続
き
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
住
所
地
で
転
出
の

手
続
き
を
行
い
、
転
出
証
明
書
を
受
取
り
、
転
入
し

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
新
し
い
住
所
地
の
市
区
町

村
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
外
国
人
登
録
記
載
事
項
証
明
に
つ
い
て
】

こ
れ
ま
で
発
行
し
て
き
た
「
外
国
人
登
録
記
載
事

項
証
明
書
」
に
つ
い
て
は
廃
止
と
な
り
、
日
本
人
と

同
様
の
「
住
民
票
の
写
し
」
に
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jic

hi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html

※
国
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
法
務
省
ま
た
は
総
務
省

＋
新
た
な
在
留
管
理
制
度
」
で
検
索
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

小
型
消
防
ポ
ン
プ
を
宮
城
県
石
巻
市

消
防
団
へ
寄
贈
し
ま
し
た

小
笠
原
村
消
防
団
で
は
、
消
防
車
庫
の
移
転
お
よ

び
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
の
更
新
に
伴
い
、
団
が
所
有
し

て
い
た
手
押
し
式
の
小
型
消
防
ポ
ン
プ
５
台
の
受
け

入
れ
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、

宮
城
県
石
巻
市
消
防
団
牡
鹿
地
区
団
へ
寄
贈
い
た
し

ま
し
た
。
寄
贈
後
は
、
市
内
の
網
地
島
（
第
３
分
団
）

で
所
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
寄
贈
に
あ
た
り
、
次
の
団
体
・
法

人
な
ど
に
、
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
宮
城
県
石
巻
市
牡
鹿
総
合
支
所

○
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会

○
株
式
会
社

共
勝
丸

○
村
井
サ
ー
ビ
ス

寄
贈
し
た
小
型
消
防
ポ
ン
プ
が
、
石
巻
市
の
復
興

支
援
お
よ
び
災
害
対
策
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

小
笠
原
村
消
防
団
長

赤
石
一
昌

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

村
で
は
、
30
歳
以
上
の
女
性
の
方
に
対
し
て
、
村

が
指
定
す
る
内
地
の
医
療
機
関
で
受
け
る
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
み
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
発
行
対
象
の
が
ん
検
診
を

内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

12
月
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
に

お
い
て
、
子
宮
が
ん
検
診
（検
診
内
容
は
同
じ
）・

乳
が
ん
検
診
（超
音
波
検
査
お
よ
び
視
触
診
を
実

施
）を
受
診
す
る
方
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

※
が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
様
に
つ
き

１
回
で
す
。

【
対
象
者
】

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】

○
子
宮
が
ん
検
診
用

○
乳
が
ん
検
診
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
触
診
）

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】

医
療
法
人
社
団

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
６
―
５
（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
）

【
受
診
で
き
る
期
間
】

７
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

※
土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
先
】《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係

《
母
島
》
母
島
支
所

な
お
、
４
月
１
日
現
在
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象
者

で
す
の
で
、
申
し
込
み
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
直
接

ご
自
宅
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診
対
象
者
】

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳

【
乳
が
ん
検
診
対
象
者
】

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

内
地
進
学
助
成
制
度

進
学
受
験
の
た
め
、
上
京
し
た
生
徒
に
対
す
る
助

成
制
度
が
、
昨
年
度
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

制
度
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
助
成
対
象
者
】
東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
第
３

学
年
在
学
生
徒
で
あ
っ
て
、
平
成
24
年
度
以
降
に

学
校
教
育
法(

昭
和
22
年
法
律
第
26
号)

第
１
条

に
規
定
す
る
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学
校
ま
た

は
、
同
法
第
１
２
４
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を

受
験
し
た
者

【
申
請
日
】
10
月
１
日
～
３
月
３１
日

【
助
成
方
法
】

助
成
対
象
者
１
名
に
つ
き
、
１
回
限
り
の
支
給

と
し
、
支
給
方
法
は
、
確
定
払
い
と
し
ま
す
。

【
所
得
制
限
】

助
成
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
金
額
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
課
２
―
３
１
１
７

小
笠
原
小
学
校
非
常
勤
職
員

（学
校
教
育
補
助
員
）の
募
集

【
職
種
】
学
校
教
育
補
助
員

【
採
用
人
員
】
若
干
名

【
業
務
内
容
】

小
笠
原
小
学
校
学
校
教
育
の
補
助
業
務

【
期
間
】
９
月
１
日
～
平
成
２５
年
３
月
３１
日



NO．601 平成 24（2012）年 7 月 1 日（日） 編集・発行 小笠原村総務課

-4-

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

（週
２９
時
間
以
内
）※
時
間
等
要
相
談

【
時
間
給
】《
教
員
免
許
有
》
１
２
９
０
円

《
教
員
免
許
無
》
１
０
３
０
円

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験

【
申
込
締
切
】
７
月
２０
日
（金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

２
―
３
１
１
７

小
笠
原
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

【
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
】
本
校
で
は
、
小
笠

原
の「
学
び
の
拠
点
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
多
種
多
様
な
経
験
や
知
識
、
そ
し
て
技

能
・
資
格
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と

か
か
わ
り
共
に
学
び
合
う
こ
と
の
で
き
る
場
づ
く
り

に
お
力
添
え
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
小
笠
原
小
学
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
小
学
校

２
―
２
０
１
２

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

【
固
定
資
産
税(

第
２
期)

】
７
月
31
日(

火)

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

「が
ん
ば
れ
！
小
笠
原

プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ
イ
タ
ー
」の
開
催

７
月
３１
日
（
火
）午
後
６
時
か
ら
行
わ
れ
る
東
京

ド
ー
ム
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

対

中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
戦
に
て
、｢

が
ん
ば
れ
！
小
笠
原
プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ
イ

タ
ー｣

を
開
催
し
、村
の
観
光
親
善
大
使
小
笠
原
道
大

選
手
を
応
援
し
な
が
ら
、
小
笠
原
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。

先
着
２
万
名
に
配
布
さ
れ
る
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
で

は
、
当
選
者
に
小
笠
原
旅
行
や
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
試
合
前
に
は
東
京
ド
ー
ム
外
の
ス
テ
ー
ジ

Ｇ
―
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
球
場
で
、
テ
レ
ビ
の
前
で
、
小
笠
原

選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

２
０
１
２
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆

様
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
作
品
】
小
笠
原
で
撮
影
さ
れ
た
、
小
笠
原
の

魅
力
を
伝
え
る
作
品
す
べ
て

【
賞
】《
金
賞(

１
名)

》
賞
金
５
万
円
・
賞
状
・

小
笠
原
航
路
往
復
２
等
乗
船
券(

ペ
ア)

※
小
笠
原
海
運
（株
）協
賛

《
銀
賞(
１
名)

》
賞
金
４
万
円
・
賞
状
・

小
笠
原
の
特
産
品

《
銅
賞(

１
名)
》
賞
金
３
万
円
・
賞
状
・

小
笠
原
の
特
産
品

《
特
別
賞(

４
名)

》

賞
金
２
万
円
・
賞
状

《
佳
作(

１０
名)

》

賞
金
１
万
円
・
賞
状

【
応
募
締
切
】
平
成
２５
年
１
月
１７
日
（木
）必
着

【
応
募
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
宛
て
に
郵
送
も
し

く
は
持
ち
込
み

詳
細
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
村
役
場
お

よ
び
父
島
・
母
島
の
両
観
光
協
会
に
置
い
て
あ
る
応

募
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
結
果

６
月
10
日
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
を

開
催
し
、
出
品
さ
れ
た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

出
品
者
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
後
、
形
、

色
づ
き
、
揃
い
、
傷
の
有
無
お
よ
び
熟
度
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
総
合
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
高
評
価
を

得
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
金
賞

小
笠
原
村
長
賞
】
福
田
農
園
（母
島
）

【
銀
賞

小
笠
原
支
庁
長
賞
】
小
松
農
園
（母
島
）

【
銅
賞

農
協
組
合
長
賞
】
藤
谷
農
園
（母
島
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会

（
産
業
観
光
課
内
）

２
―
３
１
１
４

村
道
扇
浦
一
号
線
の
一
部
通
行
止
め
解
除

天
然
記
念
物
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定

さ
れ
て
い
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
小
笠

原
諸
島
に
の
み
生
息
す
る
哺
乳
類
で
す
。

毎
年
扇
浦
分
譲
地
付
近
の
森
に
冬
季
の
集
団
ね
ぐ

ら
を
形
成
し
、
繁
殖
活
動
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
集
団
ね
ぐ
ら
は
、
例
年
に
な
く
分
譲
地
寄

り
に
形
成
さ
れ
、
村
道
扇
浦
一
号
線
の
間
際
に
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

冬
季
の
集
団
ね
ぐ
ら
に
近
づ
く
こ
と
は
、
繁
殖
活

動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
緊
急
対
策

と
し
て
、
平
成
２３
年
１２
月
１１
日
か
ら
扇
浦
一
号
線

の
一
部
を
車
両
お
よ
び
歩
行
者
の
通
行
止
め
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
集
団
ね
ぐ
ら
は
、
分
散
し
、
村

道
扇
浦
一
号
線
の
間
際
か
ら
離
れ
ま
し
ま
し
た
の

で
、
７
月
１
日
付
で
、
通
行
止
め
を
解
除
い
た
し
ま

す
。ご

不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。
ご
理
解
、
ご

協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先

建
設
水
道
課

２
―
３
１
１
５

小
笠
原
村
職
員
（任
期
付
）の
募
集

【
職
種
】
保
育
士
（任
期
付
）

【
採
用
人
員
】
１
名

【
任
期
】
９
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

【
勤
務
場
所
】
母
島
保
育
園

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る

【
受
験
資
格
】
昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有
し
、
都
道
府
県
知

事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
方

【
試
験
方
法
】
口
述
試
験

【
試
験
日
】
申
込
後
、
個
別
に
調
整

【
会
場
】
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は

小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所

【
申
込
締
切
】
採
用
者
が
決
定
し
た
時
点
受
付
終
了

●
申
込
用
紙
の
請
求
・
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

※
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
要
綱
・
申
込
用
紙
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

村
役
場
人
事
異
動

【
採
用
（任
期
付
）】

《
任
期
》
平
成
26
年
３
月
31
日

村
民
課
付
（父
島
保
育
園
）

岩
本

由
美
子
〔
保
育
士
〕

《
任
期
》
平
成
27
年
３
月
31
日

医
療
課
付
（父
島
診
療
所)

木
村

明
美
〔
看
護
師
〕

【
退
職
】
６
月
30
日
付

永
井

町
子
〔
看
護
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》

村
長
出
張
報
告

【
出
張
期
間
】
５
月
23
日
～
６
月
２
日

○
小
笠
原
村
に
お
け
る
民
生
安
定
化
懇
談
会

○
東
京
都
町
村
会
会
議

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
組
織
団
体
長
会
議

○
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
組
織
団
体
長
会
議

○
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会

○
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会

○
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会

○
全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会

○
島
じ
ま
ん
２
０
１
２

○
関
係
機
関
挨
拶

等

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１
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母
島
巡
回
労
働
相
談

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

【
日
時
】
７
月
２
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

３０
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
）

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
）

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
）

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
19
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
）

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３

小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
類
の
害

虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て

い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
さ
つ
ま

い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ

り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
根
付
き
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
根
付
き
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】

【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ

国
有
林
指
定
ル
ー

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る

ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は

ま
す
が
、
作
業
区
域
内
に
は

を
除
き
、
立
ち
入
ら
な
い
で

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め

て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通

【
作
業
期
間
】
７
月
１３
日
（

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日

し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か

入
港
日
は
午
前
１１
時
３０

【
作
業
区
域
】
石
浦
か
ら
巽

沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺
山

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行

①
石
浦
方
面
指
定
ル
ー
ト

②
西
海
岸
方
面
指
定
ル
ー

か
ら
西
海
岸
ま
で
）

【
日
時
】
７
月
１
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】

《
母
島
》
村
役
場
母
島
支
所

《
父
島
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
（Ｔ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
）

●
問
合
せ
先

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１

中山峠

石浦

初寝浦
二見湾 ①

小港

ｼﾞｮﾝﾋﾞｰﾁ

▲

高山

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生

茎
葉
お
よ
び
生
塊
根
等
の
地

下
部

植

物

農
協
小
笠
原

母
島
支
店

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が
植
物

の
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日間
前
～

時
後
５
時
）

仕
事
・
住
ま
い
・
人
間
関
係
な
ど
、
そ
の
人
が
納

得
で
き
る
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
で
精
神
的
ス
ト
レ

ス
を
減
ら
し
、
発
病
や
再
発
を
防
ご
う
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
支
援
者
な
ど
周
囲
の
方
が
ど

う
関
わ
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

０

赤旗山

西海岸

▲ ▲

▲
時雨山

つつじ山

②

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

害

虫

東
京
島
し
ょ

二
見
港

船
客
待
合
所

小
笠
原
総
合

事
務
所
２
階

場

所

手

荷

物

携
帯
品
等

ゆ
う
パ
ッ
ク

宅
配
便
等

対

象

物

定
期
船
出
港

出
港
１
時

平
日
（午
前
８

～
午

時

間

-5-

務
課

２
―
２
１
４
５

w
w
.m
aff.go.jp/pps/

ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び

ト
の
通
行
止
め

は
、
父
島
の
植
生
回
復

ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

、
安
全
に
十
分
配
慮
し

、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト

く
だ
さ
い
。

、
一
部
の
日
程
に
お
い

行
止
め
に
し
ま
す
。

金
）～
１６
日
（月
）

か
ら
入
港
日
の
み
実
施

５
時
３０
分

ら
分
ま
で

湾
側
に
中
山
峠
ま
で
の

域止
め
日
】

７
月
１４
日(

土)

１５
日(

日)

ト
（ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場

７
月
１６
日(

月)

●
問
合
せ
先

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
２
３

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
の
お
知
ら
せ

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
期
間
】
９
月
中
旬
～
１０
月
中
旬

（こ
の
期
間
の
う
ち
６
日
間
程
度
）

【
対
象
者
】平
成
25
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村

に
１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当

２
―
２
１
２
３

保
健
所
精
神
保
健
福
祉
講
演
会

今
年
度
は
、
次
の
日
程
で
、
精
神
科
医
と
心
理
相

談
員
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】「
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
新
た
な
見
方
―

統
合
失
調
症
、う
つ
病
、発
達
障
害
の
方
へ
の
対
応
」

最
近
、
国
際
的
に
も
精
神
科
領
域
で
の
治
療
目
標

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

http://www.maff.go.jp/pps/
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電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
実
施
日
程
】
７
月
27
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

学
童
保
育
（通
称
と
び
う
お
）ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集

【
対
象
児
童
】
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
、
保
護
者
が
就
労
・
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
適
切

な
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
（小
笠
原
村
民
）

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】
７
月
23
日
（月
）～
８
月

31
日
（金
）ま
で
の
平
日
。
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（原
則
昼
食
は
自
宅
）

【保
育
場
所
】奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

【
定
員
】
各
学
年
10
名
（定
員
を
超
え
る
場
合
は
低

学
年
お
よ
び
母
子
・
父
子
家
庭
を
優
先
し
、
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

【
利
用
料
】

《
入
会
金
》
１
千
円
（平
成
24
年
度
社
協
会
費
を

兼
ね
る
）

《
利
用
料
》
１
万
円

《
保
険
料
》
８
０
０
円
（既
払
込
者
は
無
し
）

【
申
込
期
間
】
７
月
２
日
（月
）～
６
日
（金
）

【
申
込
先
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

【
説
明
会
】
７
月
13
日
（金
）午
後
６
時
か
ら

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
（担
当
：
川
本
）

２
―
２
４
８
６

学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ

指
導
補
助
員
募
集

【
募
集
人
数
】
５
～
６
名

【
契
約
期
間
】

７
月
13
日
（金
）以
降
～
８
月
31
日
（金
）

【
資
格
】
保
育
経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
保
育
に
熱
意

の
あ
る
方

【
応
募
期
間
】
７
月
６
日
（金
）ま
で

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
込
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明

書
（写
）を
郵
送
お
よ
び
持
参
の
こ
と

【
選
考
方
法
】
面
接

【
勤
務
条
件
】

《
時
給
》
１
０
２
０
円

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分

（上
限
７
時
間
45
分
の
シ
フ
ト
制
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

２
―
２
４
８
６

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

【７
月
の
開
館
日
】入
港
日
か
ら
出
港
日
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。
22
日

（日
）か
ら
は
毎
日
開
館
し
ま
す
。

【
特
別
展
】
夏
の
特
別
展
「
小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展

～
今
こ
こ
に
動
物
た
ち
が
大
集
合
（仮
）」
７
月
16

日
（月
）よ
り
本
館
開
催
予
定

「
硫
黄
三
島
展
～
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
」
新
館
開
催
中

※
夜
間
開
館
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
詳
し
く
は
ポ
ス
タ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び
寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
「
大
花
火
大
会
」
が

今
年
は
８
月
11
日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
（一
口
１
万
円
）と
村
か
ら
の
補
助
金
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
花
火
大
会
が
中
止
と
な
り
少
し
寂
し
い
夏

で
し
た
が
、
今
年
は
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
盆
踊
り
大
会
の
日
程
は
８
月
１０
日(

金)

～

12
日(

日)

の
３
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
夜
店
出
店
者
募
集

「サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」の
各
イ
ベ

ン
ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
７
月
21
日
（土
）～
31
日
（火
）

【
申
込
先
】
夜
店
世
話
人
：
福
本
信
孝

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１

※
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
出
店

の
内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

《
日
時
》
８
月
７
日
（火
）午
後
６
時
～

《
場
所
》
保
健
所
２
階

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
８
月
４
日
（土
）

《
盆
踊
り
大
会
》
８
月
10
日
（金
）～
12
日
（日
）

《
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ボ
ニ
ン
タ
イ
ム
》
８
月
19
日
（日
）

《
フ
ラ
・
オ
ハ
ナ
》
８
月
25
日
（土
）

《
野
外
映
画
会
》
８
月
31
日
（金
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
あ
な

た
の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）

２
―
２
５
８
７

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム

自
主
ル
ー
ル
に
つ
い
て
ご
協
力
の
お
願
い

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
イ
ル
カ
の
生
息
環
境
に

配
慮
し
、
お
客
様
に
安
全
な
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
為

に
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
の
自
主

ル
ー
ル
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
も
有
数
の
恵
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主
ル
ー
ル
】

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、

船
の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。

（
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
）

○
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回

数
を
１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
へ

の
配
慮
を
考
え
る
こ
と
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７
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「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催

◎
第
２１
回
「
月
に
食
べ
ら
れ
る
木
星
」

日
食
に
続
い
て
、
ま
た
も
「
食
」
！
木
星
が
月
に

隠
さ
れ
る
「
木
星
食
」
が
、
昼
間
に
見
え
る
よ
！
昼

の
月
を
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！

【
日
時
】
７
月
15
日
（日
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

【
募
集
人
数
】
３０
名

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
）

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

【
申
込
締
切
】
７
月
１３
日
（金
）

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

小
笠
原
の
星
空
・
２
年
連
続
日
本
一
！

小
笠
原
の
星
空
が
昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
で

日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
省
を
中
心
と
し
た
事
業
「全
国
星
空
継
続
観

察
」で
は
、
夜
空
の
暗
さ
を
全
国
的
・
継
続
的
に
測
定

し
て
、
大
気
環
境
の
保
全
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
天
文
倶
楽
部
は
こ
の
事
業
に
平
成
２２
年

度
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
夏
に
父

島
・
コ
ペ
ペ
海
岸
で
小
笠
原
天
文
倶
楽
部
が
取
得
し

た
デ
ー
タ
か
ら
、
夜
空
の
暗
さ
が
全
国
１
位
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
初
参
加
だ
っ
た
平
成
２２
年

度
の
小
港
海
岸
に
引
き
続
き
、
２
年
連
続
の
１
位
で

す
。環

境
省
発
表
の
資
料
に
よ
る
と
、
コ
ペ
ペ
海
岸
の

夜
空
の
暗
さ
は
、
北
海
道
や
東
北
・
山
陰
な
ど
の
山

間
部
に
比
べ
、
約
３
～
５
倍
以
上
の
暗
さ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

星
の
な
い
夜
空
の
部
分
が
暗
い
ほ
ど
暗
い
星
ま
で

見
え
て
美
し
い
星
空
と
な
る
た
め
、
小
笠
原
の
星
空

が
日
本
一
美
し
い
こ
と
が
、
改
め
て
証
明
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
夏
も
、
日
本
一
美
し
い
星
空
を
貫
く
天
の

川
を
、
暗
闇
に
よ
く
目
を
慣
ら
し
て
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

自
衛
官
募
集

【
募
集
種
目
】
一
般
曹
候
補
生

【
対
象
年
齢
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
（水
）～
９
月
７
日
（金
）

【
試
験
期
日
】
９
月
１７
日
（月
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部

大
田
出
張
所

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸
夏
期
乗
船
券
の
発
売
日

お
が
さ
わ
ら
丸
の
夏
期
（７
月
・８
月
）乗
船
券
の
予

約
発
売
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
昨
年
の
小
笠
原
諸

島
世
界
自
然
遺
産
登
録
以
降
、
観
光
客
の
急
増
に
よ

り
大
変
混
雑
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様

の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
夏
休
み

に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を
お
早
め
に
ご
予
約

ま
た
は
、
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
７
月
分
】
予
約
、
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

【
８
月
分
】
予
約
、
発
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

《
父
島
》
小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所

２
―
２
１
１
１

《
母
島
》
東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店

３
―
２
３
３
１

医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

診
療
所
と
同
じ
建
物
の
中
に
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
太
陽
の
郷
」
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
を
少

し
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
太
陽
の
郷
」
は
、
村
内
で
唯
一
の
高
齢
者
の
入

所
施
設
と
し
て
、
昨
年
の
３
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

定
員
は
14
名
で
、
現
在
、
９
名
の
方
が
入
居
し
て
い

ま
す
。

家
庭
で
の
介
護
が
難
し
く
な
っ
た
高
齢
者
の
方
が

入
居
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
内
で
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
日
常
の
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
設
し
て
１
年
余
り
。
入
居
者
の
方
も
ス
タ
ッ
フ

も
ホ
ー
ム
の
生
活
や
運
営
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
入
居
者
の
方
に
楽
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
村
民
の
方
と
の
交
流

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
「
太
陽
の
郷
」
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

医
療
課
長

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
）

対
象
者
の
方
に
は
、個
別
に
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児

【
日
時
】
７
月
１３
日
（金
）午
後
２
時
～
３
時

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

●
予
約
・
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

７月の燃料油価格変動調整金
７月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ９，１５３ （+1089）

２ 等 品 ８，５８１ （+1021）

３ 等 品 ８，００９ （+953）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ９１７ （+109）

０．０７５トン以下 ６９１ （+82）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，６３０ （+850） ２，３２０ （+430）

１ 等 ９，２６０ （+1,700） ４，６３０ （+850）

村民割引
（往復）２等 ５，５６０ （+1020） ２，７９０ （+520）

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ２８，１２０ （+3,020） １４，０６０ （+1,510）

特 ２ 等 ４０，７５０ （+4,370） ２０，３８０ （+2,190）

１ 等 ５６，２２０ （+6,030） ２８，１２０ （+3,020）

特 １ 等 ６４，１１０ （+6,870） ３２，０７０ （+3,440）

特 等 ７０，３３０ （+7,540） ３５，１７０ （+3,770）

２等（学割） ２２，５００ （+2,420）
２等

（身体障害者割引） １４，０６０ （+1,510） ７，０４０ （+760）
村民割引
（往復）２等 ３７，９３０ （+4,070） １８，９８０ （+2,040）

貨
物
運
賃

１ 等 品 １６，４２０ （＋1,216）

２ 等 品 １５，２８６ （＋1,132）

３ 等 品 １４，０６２ （＋1,042）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，６４５ （＋122）

０．０７５トン以下 １，２２５ （＋91）
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母
島
乳
幼
児
計
測
会

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
な
ど
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要

で
す
。

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児

【
日
時
】
７
月
１７
日
（火
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
父
島
】

《
日
時
》
７
月
２７
日
（金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

《
内
容
》
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

【
母
島
】

《
日
時
》
７
月
１８
日
（水
）

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

《
集
合
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

《
内
容
》
ス
ト
レ
ッ
チ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

◎
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
目
撃
情
報

世
界
遺
産
登
録
時
に
審
査
員
か
ら
高
評
価
を
受
け

た
小
笠
原
の
ネ
コ
対
策
は
環
境
省
お
よ
び
島
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
山
域
内
の
捕
獲
作
業
が
順
調
に

進
み
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
捕
獲
頭
数
も
ほ
と
ん
ど

な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ネ
コ
捕
獲
隊
の
活
動
と
島
民
の
皆
様
の

協
力
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
山
域
内
に
仕
掛
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
セ
ン

サ
ー
に
は
、
ま
だ
、
数
頭
の
野
生
ネ
コ
が
撮
影
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
捕
獲
作
業
は
継
続
的

に
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
が
、
順
調
に
進
ん
だ
成
果
と
し
て
東
平

の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
内
で
は
こ
の
数
年
間
順
調
に
ア

カ
ポ
ッ
ポ
の
巣
立
ち
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
最
近
住
宅
地
域
近
辺
で
も
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の

目
撃
情
報
が
続
い
て
お
り
、
６
月
中
旬
に
は
大
神
山

公
園
内
で
４
羽
の
ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
林
と
乾
性
低
木
林
を

日
中
の
休
息
場
、
も
し
く
は
夜
間
の
ネ
グ
ラ
場
所
と

し
て
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
根
山
、
扇
浦
、
母
島
鮫
ケ
先

遊
歩
道
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
林
で
も
目
撃
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
増
え
て
く
る
と
当

然
島
民
の
生
活
圏
内
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
今
後
、
島
民
生
活
と
希
少
動
物
の
共
存
が
課
題

と
な
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
今
回
は
集
落
内
の
真
ん
中
に
あ
る
大
神
山

公
園
内
と
い
う
こ
と
で
、
増
え
て
き
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ

を
守
る
う
え
で
も
、
目
撃
情
報
の
あ
っ
た
地
域
内
で

の
ネ
コ
の
捕
獲
作
業
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
外
に
徘
徊
し
て
い
る
飼
い
猫
が
捕
獲
さ
れ
る

可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
飼
い
猫
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
確
認
し
早
急
に
飼
主
に

引
き
渡
し
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
村
の
掲
示

板
に
よ
る
捕
獲
情
報
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
確
認
い
た

だ
く
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
問
合
せ
先

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
の
夏

よ
う
や
く
梅
雨
も
明
け
て
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
ま
し
た
。
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
先
月
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ

ラ
の
潜
水
行
動
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
東

京
大
学
や
長
崎
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
が

中
心
と
な
っ
て
、
２
０
０
１
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

調
査
で
、
ク
ジ
ラ
の
潜
水
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
記
録
計
を
ク
ジ

ラ
の
体
に
取
り
付
け
、
遊
泳
速
度
や
潜
水
時
間
を
調

べ
て
い
ま
す
。

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
探
す
た
め
に
、
沖
合
域
ま
で

行
く
の
で
す
が
、
そ
こ
で
出
会
う
鯨
類
は
マ
ッ
コ
ウ

ク
ジ
ラ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
沖
合
域
で
は
、
コ

ビ
レ
ゴ
ン
ド
ウ
や
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ
、
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル

カ
を
発
見
し
ま
し
た
し
、
沿
岸
域
で
は
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
や
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
に
出
会
い
ま
し
た
。

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
シ

ー
ズ
ン
に
な
り
、
海
へ
出
か
け
る
機
会
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た
種
類
以
外
に
も
、
珍
し

い
鯨
類
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に

は
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
を
楽
し
ま

れ
る
際
は
、
自
主
ル
ー
ル
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ル
ー
ル
遵
守
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会

２
―
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
１３４

◎
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

こ
の
時
期
に
な
る
と
小
笠
原
で
は
い
た
る
と
こ
ろ

の
海
岸
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
し
か
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
人
の
気
配
や
動
く

光
に
敏
感
に
反
応
し
、
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
て
も

産
卵
を
せ
ず
に
帰
海
し
て
し
ま
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら

上
陸
し
よ
う
と
し
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
も
上
陸
を
止
め

て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

【
ウ
ミ
ガ
メ
観
察
の
注
意
点
】

○
ラ
イ
ト
は
自
分
の
足
元
だ
け
照
ら
す

○
ウ
ミ
ガ
メ
を
驚
か
さ
な
い

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
の
撮
影
は
厳
禁

○
ウ
ミ
ガ
メ
に
近
付
か
な
い

○
遭
遇
し
た
ら
動
か
ず
に
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ

◎
一
般
職
員
募
集

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、
一
般
職
員
の

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
採
用
人
数
】
１
名

【
年
齢
】
35
歳
位
ま
で

【
業
務
内
容
】

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
デ
ー
タ
整
理
、
飼
育
な
ど

【
給
与
】
当
団
体
規
定
に
よ
る

【
試
用
期
間
】
３
か
月

※
詳
し
く
は
担
当
：
鳴
島
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

２
―
２
８
３
０

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://bonin-ocean.net

外洋域で出会った

マダライルカの写真

大神山公園内で目撃された

アカガシラカラスバトの成鳥

http://bonin-ocean.net/
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引用：西

保 健 師：今月は、島しょ保健所小笠原出張所の医師岡本先生にご協力

した。クジラさんは、最近いかがですか？

ク ジ ラ：うーん、上に書いてある症状にいくつか当てはまるのですが

岡本医師：数か月続いているようなら、早めに対処したほうがいいです

による巡回相談もあるので、それを利用しても良いと思いま

や、巡回相談の申し込み先は【保健所】2-2951 になりま

ク ジ ラ：そうですね。どうしたらよいか迷っていたのですが、この機

相談してみようと思います。

・ 気分が落ち込む

・ 悲しい ・ イライラする

・ 集中力がなくなる

・ 好きなこともやりたくな

・ 自分を責める

・ 決断できない

・ 死にたくなる

周りの人が気づく症状 こころの症状

・ 反応が遅い ・ 表情が暗い

・ 人との交流を避ける

・ 体調が悪いと訴えることが多くなる

・ 飲酒量が増える

・ 遅刻、早退、欠勤が増える

周りにこのような方はいませんか？

が落ち込んで何に対しても関心を失い、活

気です。脳の神経物質の機能が低下した状

います。一生にうちでかかる可能性は１０

も言われており、誰にでもかかる可能性

薬物治療で回復する可能性が高い病気です

相談や受診をためらい落ち込んだ状態で

飲む方もいますが、抑うつ状態の脳には覚

眠状態になります。さらに、アルコールは思

自暴自棄な結論を導き出しやすくさせます

は気持ちが多少和らいだ気がしても、酔い

は、前よりも気分が落ち込みます。周りの

んでまぎらわそう。」という方法ではなく

めに相談に行くように声をかけましょう。

の問題や

います。

ればお気

と気づか

づくこと

だけでも

す。 困

権、子育

いる場合

れもはで

用しなが
（九都県市自殺対策キャンペーン統一標語）
多摩保健所作成リーフレ

いただきま

・・・。

ね。7 月に専門医

す。電話での相談

す。

会に保健所に

い

（島しょ保

保健

アルコールの問

周りの人や家族

軽にご相談くだ

ない場合も多い

が大切です。ま

結構です。早期

りごとの背景には

てや経済状態な

があります。具

きませんので、

ら一緒に考えて
こんな症状はありませんか？
ット「生きることをあきらめない」より一部改変

・ 食欲がない

・ 便秘、下痢

・ からだがだるい

・ 疲れやすい

・ 頭痛、肩こり、胃痛

・ 動悸、息苦しい

・ 眠れない

からだの症状

所では、保健師がこころ

題について相談に応じて

に困っていそうな人がい

さい。自分自身では病気

ので周りの人が変化に気

ずは、ご家族の方の相談

発見、早期治療が大切で

、介護、障害、仕事、人

ど様々な悩みが重なって

合が悪いときにあれもこ

それぞれの相談機関を活

いきましょう。
うつ病は、気分

力が低下する病

態と考えられて

％とも２０％と

があり、休養と

。

アルコールを

醒作用を与え不

考の幅を狭め、

。酔っている間

から覚めた後に

人も「一緒に飲

、休ませる・早
クジラの伝言板

村民課福祉係

2－3939

健所小笠原出張所 岡本）



出港日 入港日

高校図書館開放 西海岸方面指定ルート通行止め

母島巡回労働相談 母島乳幼児計測会

学童保育（とびうお）クラブ入会児童申込開始（～６）

ヘルスアップ教室（母島）

入港日

出港日

粗大ごみの日（母島）

定期予防接種 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

行政相談所の開設

小笠原小学校非常勤職員募集申込締切

学童保育（とびうお）クラブ指導補助員申込締切

サマーフェスティバル夜店出店者募集開始（～31）

出港日

入・出港日

高校図書館開放

高校図書館開放

入港日

南島外来植物除去ボランティア申込締切

くらしの法律・税金相談、遺言相談（～１１） 入・出港日

保健所精神保健福祉講演会

村民意見・提案・相談受付

くらしの法律教室

電話による無料法律相談

出港日 ヘルスアップ教室（父島）

銃器による父島のノヤギ駆除（都～16）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 入・出港日

ギャラクティック・キッズ申込締切

学童保育（とびうお）クラブ入会説明会

南島外来植物除去 高校図書館開放

石浦方面指定ルート通行止め（～１５）

高校図書館開放 母島巡回労働相談

ギャラクティック・キッズ開催

入・出港日

固定資産税の納期限

がんばれ！小笠原プレゼントナイター開催

14

15

13 金

木26

土

日

29

4

5

6

月23

24 火

土7

8

行 事 予 定日付 曜日

16 月

日22

土

17 火

日付 曜日 行 事 予 定

1 日

2 月

水11

日

火10

木12

18 水

19 木

20 金

日

31 火

30 月

27 金

土28

水25

火3

月9

水

木

金
21

海の日
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